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 [Overview and purpose of the course]
超高齢社会を迎え、人口減少も進行するなか、現在の日本は社会保障などマクロの政策的課題から、
コミュニティやまちづくり、高齢者ケアのあり方まで、多様な課題に直面している。高齢者は、支
援される対象から社会に貢献する対象への転換が求められているが、実際は、地域での居場所がな
い、他者とのコミュニケーション機会が少ない孤独な高齢者が多く、閉じこもりに伴う鬱病や認知
症、虚弱（フレイル）のハイリスク群となっている。また多世代交流の機会も減少し、地域社会で
の「孤立」「孤独」を助長している。本講義では、超高齢社会をめぐる諸課題を、高齢者の心身や
生活に即した視点、まちづくりやコミュニティなど地域レベルの視点、社会保障のあり方など政策
・制度的な視点、そして死生観をめぐる哲学的な視点など多面的な角度から考察し、それらを通じ
て若い世代による共生コミュニティの企画、政策立案、運営に必要な知識やスキルの習得をめざす。

 [Course objectives]
超高齢社会の政策的な課題や、老年期のからだ、こころ、生活の変化とそれに伴う課題を包括的に
学習し、超高齢社会における課題の明確化、課題解決にむけた企画、政策立案に必要な視点を習得
する。

 [Course schedule and contents)]
※14回ともに、講義や演習のイントロダクションと総括は、広井・清家が行う。 一部、老年内科学、
社会的課題の解決にむけた具体的活動については、外部専門家をゲスト講師として招聘する。 

第１講【イントロダクション】「超高齢社会とは」 

第２講【老年期における身体疾患と生活障害】 　 （老年内科学） 
　　　　　・「身体的」に老いるということ　 
　　　　　・老年期疾患と生活障害 

第３講【老年期におけるこころの状態と生活障害１】（老年心理学） 
　　　　　心理的に老いるということ 

第４講【老年期におけるこころの状態と生活障害２】（老年心理学） 
　　　　　老年期のこころの変化 

第５講【老年期における社会生活の変化と生活障害１】（老年福祉学） 
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　　　　　老年期に関係する社会福祉制度 

第６講【老年期における社会生活の変化と生活障害２】（老年福祉学） 
　　　　　老年期の人を支えることの意味と意義 

第７講【超高齢社会をめぐる諸課題１】（公共政策学） 
　　　　　コミュニティとまちづくり 

第８講【超高齢社会をめぐる諸課題２】（公共政策学） 
　　　　　終末期ケアと死生観 

第９講【超高齢社会をめぐる諸課題３】（公共政策学） 
　　　　　社会保障政策に関する諸課題 

第10講【老年期に直面する課題への備え４】（医療倫理学） 
　　　　　ケアする人をケアする意義と課題 

第11講【老年期にまつわる社会的課題の解決にむけた具体的な活動１】 
　　　　　行政のとりくみ（ゲスト：京都市保健福祉局保健福祉部） 

第12講【老年期にまつわる社会的課題の解決にむけた具体的な活動】 
　　　　　行政のとりくみ（ゲスト：京都市地域包括ケア推進機構） 

第13講【課題解決の明確化と解決にむけた企画立案１】 
　　　　　演習発表とディスカッション 

第14講【課題解決の明確化と解決にむけた企画立案２】 
　　　　　演習発表とディスカッション 
第15講【フィードバック】

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
平常点（出席状況＋演習参加）＋演習ふりかえりシート＋プレゼンテーション試験 

※配点の割合は、初回の講義において示す。

 [Textbooks]
プリント配布
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

  （Related URL）
 http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/event2/2014/09/manabian2014.php(関興味関心がある学生の見学参加を歓
迎する)  )
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 [Study outside of class (preparation and review)]
演習終了時に、演習ふりかえりシートを配布。講師よりフォードバックを行う。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


